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No.211 号               2023年（令和 5年）2月 26日 

品川区精神保健福祉家族会     かもめ会だより 
 

❐【重要】2023年度の「かもめ会」年会費の値下げについて 

２０２２年度のかもめ会総会で決定した、「かもめ会」会員・賛助会員の年会費の値下げ

についてお知らせいたします。 

① 昨年まで正会員 6,000円、賛助会員 3,000円だった年会費を、それぞれ 1,000円

値下げします。 

② 今年度まで正会員の年会費に含み、正会員の皆さまに送っていた月刊「みんなねっと」

（全国精神保健福祉会連合会発行）については、講読を継続希望する方のみに有料で

お届けします（かもめ会からの送料を含む年間購読料は 12冊で 3,000円）。 

※月刊「みんなねっと」は個人で購入すると年 3,600円です。 

月刊「みんなねっと」講読を中止する正会員の方、また新たに購

読を希望する賛助会員の方は、ご意向を添付のハガキにて3月

10 日までに会長にお知らせください。特にお知らせのない会員

については、月間「みんなねっと」講読を継続するものとして 

２０２３年度の年会費等の払込取扱票を送らせていただきます。 

 

                        

                   年会費 「みんなねっと」 合計 

「みんなねっと」を継続講読する正会員   2,000円 ＋3,000円 ＝5,000 円 

「みんなねっと」不要の正会員       2,000円       ＝2,000 円 

 

「みんなねっと」不要の賛助会員      2,000円       ＝2,000 円 

「みんなねっと」を新しく講読する賛助会員 2,000円 ＋3,000円 ＝5,000 円 

 

 

正会員と賛助会員の違いは、議決権の有無のみです。  

なお、この年会費値下げは昨今のコロナ禍や物価高騰を受けて決定したものであり、２０

２５年３月までの２年間の試行となっております。以降の年会費については、２０２５年５月の

かもめ会総会で、値下げを続行するかどうかを議決する予定です。  
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質疑応答する飯田監督 

❐映画「不安の正体」鑑賞会・講演会の開催報告 

２月１０日（金）、スクエア荏原大会議室において、かもめ会の主催で上記映画が上映さ

れました。上映会は福栄会、まるまる荘、ワーカーズコープなどからの参加者も多く、36名の

方が視聴されました。 

この映画は、精神障がい者の自立の一助として建設されるグループホームを巡って、近隣

住民が「不安」と感じることを社会的に問いかけたものです。 

長年にわたって、日本の精神障がい者の入院が長期に及んでいることが国際的に問題

視され、「社会的入院」といわれ批判の的となってきました。「社会的入院」の背景には様々

な要因が挙げられますが、最も重要と指摘されているのは退院後の居場所です。 

当事者が安心して過ごせる居場所の一つとしてグループホームが挙げられます。しかし、

このグループホームの数が需要に対応しきれてません。小規模では４～５人、大規模でも２０

～３０人未満というのが一般的です。グループホームには日中、職場やデイケア等に外出で

きる、比較的軽症の方が入居されているのが一般的です。 

近隣住民の方がグループホーム建設に「不安」を抱くのは、そのような現状を把握されて

いないからではないでしょうか？ 

しかし、この映画を企画された池原毅和弁

護士は、近隣住民の「不安」の正体はそれに

留まらず、精神障がい者の人権という側面か

ら看過できない現実を踏まえ、一般社会に強

く問いかけを行う手法として映画の制作を思

いつき、飯田基晴監督に依頼したと述べてい

ます。池原弁護士は、障がい者の中で精神障

がい者の人権が最も侵害されていると告発し

ています。そもそも、精神障がい者は障がい認 

定の中で最も社会的認定が遅れた分野でした。 

長期にわたる障がい者運動によって「障害者差別解消法」（略称）が成立してからは、

「紛争防止の支援措置」（14条）、「啓発活動」（15条）が明文化されました。 

私たちは行政・職場・学校・地域等で、この法律を活用していくことが必要なのだと痛感し

ました。さらに、この法律では「『障害者差別解消支援地域協議会』を組織することができ

る」（１７条）と述べています。 

「障害者差別解消法」は、障害者団体の運動の背中を押してくれるものといえるのではな

でしょうか。（次ページに続く） 
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２０２１年５月には、この法律によって民間業者に対し、それまで「努力義務」とされてきた

「合理的配慮」が「法的義務」に改正されました。 

また、都立高校では、2022年４月から精神障がいに関する「学習」が始まりました。 

以上の成果は、粘り強く続けてきた私たちの運動が着実に前進していることを実感させて

くれるものです。とはいえ、現実はまだまだ多くの課題が山積していることを踏まえつつ、精神

障がい者が真に人間として尊重され、安心して暮らせる社会を目指し、会員共々手を取り合

い、励まし合って、今後も運動を続けていきたいと思います。【文責：横田信子】 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

❐第６回「おしゃべり会」を行います 

今年度の最終回となる「かもめ会おしゃべり会」を行います。かもめ会顧問精神科医の波

多野美佳先生もおいでいただく予定です。当日はお弁当が出ますので、昼食は食べずにお

越しください。予約の都合で参加申込が必要です、連絡は庄田まで。 

日時  202３年３月３０日（木）12：00～14：00  

会場  品川区総合区民会館「きゅりあん」4階 第３グループ室（東大井 5-18-1） 

      JR京浜東北線・東急大井町線・りんかい線 ｢大井町駅中央口｣ 徒歩すぐ 

申込  090-6190-6186 / shoda3@east.cts.ne.jp庄田まで 会員は無料 

 

❐３月の精神保健家族勉強会のお知らせ（再掲） 

日時  2023年３月８日（水） 13：30～15：00 

題名  「精神科の作業療法について」 

主催  荏原保健センター 

講師  訪問看護事業所の作業療法士さん 

会場  荏原保健センター（品川区荏原２-９-６）２階 多目的室 

申込  参加希望の方は荏原保健センターまで連絡をお願いいたし 

ます。電話 03-3788-7016 

 

❐３月役員会のお知らせ 

３月８日（水）の家族勉強会の終了後、同会場でかもめ会役員会を開催します。年度内の

今後の活動などについて話し合う予定です。役員の方はご参加ください。 


